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長崎県公立学校教員募集

教育委員会 長崎県教育庁／［義務教育課］TEL.095-894-3376 ［高校教育課］TEL.095-894-3358

●電子申請の場合は、4月25日（木）午後5時締切。 ●郵送の場合は、4月25日（木）の消印有効です。

http://www.pref.nagasaki.jp/section/edu-koko/

4 15 4 25月 木
願書受付
期間

実施要項
入手方法

①

①・②4月15日～4月25日、 ③5月15日～7月26日

第1次試験
から受験
する場合

②
第1次試験
が免除
の場合

③
小・中学校「本免」
申請者で

オンライン受験の
場合

※募集要項及び志願書は、下記ホームページからダウンロードすることができます。
　（志願書は両面印刷をしてください。）
https://www.pref.nagasaki.jp/bunrui/kanko-kyoiku-bunka/
shochuko/boshuu-shochuko/boshuu-kouritu rinji/

〒850-8570 長崎市尾上町3-1

◎志願書交付請求・提出・問い合わせ先
（1）小学校、中学校志願者・・・義務教育課小・中学校人事班ヘ
（2）高等学校、特別支援学校志願者・・・高校教育課県立学校人事班ヘ
※上記（1）（2）の両方に希望がある場合は、志願書をそれぞれの人事班に提出してください。

■長崎県公立学校臨時的任用教員等の募集

願書受付から採用までのスケジュール

▼2022年度のU・Iターン者の年代割合
▼長崎県のU・Iターン者数の推移

義務教育課
小学校人事班

中学校人事班

高校教育課 県立学校人事班

☎095-894-3376

☎095-894-3378　

☎095-894-3358

　長崎県教育委員会では、臨時的任用教員・非常勤講師等の任用希望者及び任期付短時間勤
務職員の採用希望者の登録を行っています。要項をよくご覧になり、高等学校、特別支援学校を
希望される方は高校教育課へ、小・中学校を希望される方は義務教育課へ、登録の手続きをして
ください。
　また、特別支援学校の場合、特別支援学校教諭の免許状がなくても、小・中・高それぞれの校
種の免許状があれば登録できます。
　なお、本県は障害者雇用を推進しておりますので、身体、精神、知的のいずれかの障害にかか
る手帳の交付を受けている方で、採用希望者は、積極的に登録の手続きをお願いします。

願 書 受 付

①・②5月17日、 ③7月31日（予定）

受 験 票 交 付

3月下旬

配置校通知

4月1日

辞令交付

①・②・③10月4日（予定）

第2次選考結果通知

①6月16日

第1次試験

①・②7月19日（予定）

③8月24日

第2次試験
（オンライン受験）

第1次選考結果通知

①・②8月21日～9月2日

第2次試験
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地震予測地図
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人口減少が進む中、長崎県へのU・Iターン者数は右肩上がりで増えています。
特に40歳代以下の若い世代が全体の8割以上を占めており、これからの
「結婚・子育て」を視野に入れた世代に、長崎県が選ばれています。
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2022年度のU・Iターン者は、
1,876人です！

6年前（2016年度）の454人と
比べると約4倍に増加しています！

2022年度のU・Iターン者
総数のうち、

40歳代以下の若い世代が
8割以上を占めています！

若い世代のU・Iターンする人が増加中!

住みよい長崎で教員になろう
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スマートフォンで右記の二次元コードを
読み取ってアクセスしてください。

ケータイ・スマホ

募集要項 申請書類等 など

令和7年度

原則、電子申請での出願になります!
◎インターネットを利用して、本県のホームページから出願してください。 締切// 4月25日木午後5時

－教員募集案内－

長崎県で
教員に
なろう！
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採用試験に関する
詳しいお問い合わせは

真夏日と冬日
以外の日数
(30年平均)



申請する前に、まずチェックしましょう。
教員採用に関する質問にお答えします！

※掲載以外の気になることはホームページをご参照ください。

気 に な る 疑 問 今年度実施の教員採用試験の変更点を教えてください。
大きな変更点として５つあります。

❶ 第１次試験を６月１６日（日）に実施します。（昨年度までは７月実施）
❷ 小学校教諭志願者対象の離島教育特別採用選考の条件を変更します。
❸ 免除申請について、「臨免」の申請要件を緩和します。
❹ 免除申請について、「臨免」の免除内容を一部変更します。
❺ 高等学校保健体育の特定競技採用枠を新設します。

Q1

MESSAGE

電子申請について
教えてください。
インターネットを利用して、 本県のホーム
ページから出願できます。 原則として電
子申請での出願としています。
一度申請しても、 出願期間中は、何度で
も入力した内容の訂正が可能です。

Q2 加点申請につい
教えてください。

特定の資格や複数の教員免許状等を有す
る人は、 加点申請を行うことにより、第1志望
の校種において第1次試験に最大6点が加点されます (教員
免許状による加点については、取得見込みでも申請できま
す)。 ただし、対象の免許状が取得できなかった場合は、第2
次試験に合格していても、内定及び採用候補者名簿への登
載を取り消す場合がありますので注意してください。

Q3
社会人特別採用選考
について教えてください。
社会人としての柔軟な発想や多様な経験を教育に
生かすため、民間企業等の経験者で、専門的な知
識・技能を有し、 教員としての熱意と識見を持った
優秀な人材を採用するための制度で、一部試験免
除等の措置があります。

Q4

身体に障害がある場合、
受験に際して特別な配慮を
してもらえますか。

点字受験や拡大文字、 手話通訳、車椅子で
の受験など、 最大限の配慮をします。 身体
障害者手帳等をお持ちの方は、 障害者特
別採用選考申請書に必ずその旨を記入して
ください。 手帳をお持ちでない方は、 願書
の所定の欄にその旨を記入してください。

Q6
勤務時間・休暇制度は
どのようになっていますか。
勤務時間は週38時間45分です。 休暇制
度については、年間20日の年次有給休暇

が与えられるほか、病気休暇、
産前・産後休暇、夏季休暇等
の制度があります。

Q7                 給与･ボーナスは
                どのようになっていますか。 
また手当には どのようなものが
ありますか。
令和6年4月1日現在の初任給は、大
学卒が230,988円となっています。 手
当には期末勤勉手当(ボーナス)、扶養手当、通勤手当、 住
居手当、へき地手当などがあり、期末勤勉手当は年間で給料
月額の4.50か月分が支給されます。 また、特別支援学校に
は別途調整額が支給されます。

Q8 福利厚生は
どうなっていますか。

採用されると共済組合と互助
組合の組合員になり、 病気や
けがで入院又は通院した場合
に、医療に要した経費の一部
が給付されるほか､結婚、出産
には祝金が支給されます。宿泊施設については、県
内に共済組合直営の施設があるほか、 全国にある
共済施設も協定料金で利用することができます。

Q9臨時的任用教員経験者の
試験の免除について教えてください。

小・中・高校・特別支援学校・養護教諭志願者のうち、下の(1)の要件を満たす人を対
象に、免除申請があった場合に審査をし、第１次試験の一部を免除します。
また、小・中・特別支援学校志願者のうち、下の(2)の要件を満たす人を対象に、免除申請があった場合
に審査をし、第１次試験の全てを免除します。

(1)令和５年度において、本県国公立学校に教員として臨時的に任用され、優秀と認められた人のう
ち、令和６年度において、本県国公立学校に教員として臨時的に任用された人。

(2)令和４、５年度において、本県国公立学校に教員として臨時的に任用され、特に優秀と認められた
人のうち、令和６年度において、本県国公立学校に教員として臨時的に任用された人。

Q5

　私の故郷である対馬市で採用され、３年が経ちます。初任のころは、初めて経験することばかりで、戸
惑うことが多くありました。そんな中でも、同僚の先生や地域の方に支えられ、子ども達と一緒に自分自
身も成長することができました。できなかったことや分からなかったことができるようになったときの「でき
た！」「分かった！」と変容した子どもたちの笑顔を見ると、諦めずに向き合って良かったと感じます。
　家族の近くで仕事をしたいと思い地元で勤務することを決めましたが、実際に勤務してみると、校外
学習などを通して地元のよさを再発見することが多くありました。「対馬には何もない。」と言われますが、
地元の名産品や地域の伝統、そこに関わる方の思いなどに触れ、学べば学ぶほど対馬の魅力に惹か
れています。
　教員は、子ども達と一緒になって、自分自身も成長していくことができるやりがいのある仕事です。皆さ
んと一緒に働ける日々を楽しみにしています。まってまーす！！

対馬市立豊玉小学校 教諭　松島　千徳
「日 成々長」

　大阪の公立中学校での経験が６年、長崎県で採用され２年、通算８年の教員生活になります。地
元に帰ってくるときには不安もありましたが、職場の先輩たちや生徒に温かく励まされながら、今で
は伸び伸びと働くことができています。
　そんな私が今一番力を入れて取り組んでいるのが、授業研究です。今年度から研究主任という
役割を任され、職員の先頭に立って生徒の学力向上を目指しています。年齢に関係なく、自分の意
見や思いを反映させることができ、これまでのスキルを生かせる環境が長崎の教育現場にはありま
す。他県で教員をされている方や民間企業から教員を志している方も、思う存分に学んできた経験
やスキルを生かせるはずです。
　教員をしていると、生徒や保護者、一緒に働く職員など、たくさんの出会いがあります。その出会い
がなければ、私はここまで成長できなかったと思います。これから皆さんと出会い、同じ職場で成長
できることを楽しみにしています。

長崎市立梅香崎中学校 教諭　富永　政嗣
自分を生かせる場所がここに！

　私は、他県私立高校勤務を経て長崎県にUターンで戻ってきたのですが、長崎県の教員となったことで初めての
経験ができました。その一つは、初めて同期採用の仲間ができたことです。県内各地に悩みを共有し励まし合い、相
談できる仲間がいることは本当に心強いです。同期の活躍を耳にすることで、多くの刺激を受けることができます。
　また、異動も経験しました。これは、公立高校での勤務において私が唯一気がかりだったことです。引っ越し
や職場環境が変化することへの不安があったのですが、周囲のサポートのおかげで無事に着任することがで
きました。むしろ、異動によって教員同士のネットワークが広がるという収穫がありました。変化する時代に対応
するためには、自分の知識や考え方を更新していく必要があります。ネットワークが拡大したことで、探究学習や
ICT教育など生徒に還元できることが増えました。
　長崎県では教職員全員がチームとなり、生徒たちに高い質の教育を提供するため、そして教員自身が気持ち
よく働くために協力し合っています。学校行事の見直しやフレックスタイムなど、世間のイメージよりも働き方改革
が進んでいます。そんな「チーム長崎」に、皆さんが新メンバーとして加入する日がくることを楽しみにしています。

長崎県立猶興館高等学校 教諭　大竹 亜由美
「チーム長崎」のメンバーになって

　教師として働き始めて５年目になります。この間に、１年間の育児休業を取得しました。その際に息
子と過ごした時間は、いつまでも私のかけがえのない宝物です。育児休業取得の際に職場の先生
方が温かく送り出してくださったので、育児に専念でき、これまでより一層、我が子や担任する子ども
たちの成長や将来の幸せを考えることができるようになりました。
　これまでの経験の中で、私が思う特別支援学校の教師の魅力とは、「その人だけの正解を、子ど
もと一緒に探すこと」だと思います。傷ついたときの心の整理の仕方。友達に気持ちを伝えたいとき
の表現の仕方。相手に近づくための一歩の踏み出し方。一人ひとり違う悩みや課題があり、それぞ
れに合った正解がある。それを子どもと一緒に見つけていくことが、教師の責務であり醍醐味であ
ると思います。
　問いの正解は、簡単に見つかるものではありません。しかし、その正解を探す過程を楽しみなが
ら子どもに寄り添える、そんな教師を目指して、これからも力をつけていきたいと思います。

長崎県立鶴南特別支援学校 教諭　髙木 元
「正解」

　養護教諭として小学校に着任して３年が経ち
ました。県外の大学から4年ぶりに故郷に帰り、懐
かしい方言で温かく迎えてくださった先生方と子
どもたちに安心感を抱いたことを覚えています。
　私は子どもたちにとって保健室が安心できる
居場所になれるよう、コミュニケーションを大切
にしています。元気にあいさつを交わし顔と名前
を覚えてもらうことから始めました。健康診断や
保健指導は全校児童と関わる貴重な機会なの
で、目を見て呼名する、ゆっくり話すなどの細か

い行動も意識しています。そして、保健指導を行
う際には「あなたは大切な存在」というメッセー
ジを伝えることを心がけています。また、保健室
来室の対応の際は丁寧に話を聞き取り、今後
の過ごし方について一緒に考えるようにしてい
ます。そうすることで少しでも気持ちがすっきりし、
安心して教室へ戻れる支援を目指しています。
　長崎県の養護教諭をめざすみなさんと、子ども
たちの安心できる居場所を一緒に築いていけるこ
とを楽しみにしています。

島原市立湯江小学校　養護教諭　田口　雪美
「安心できる居場所」

長崎県各地の学 校で活躍している
先輩教員から のメッセージ！

セ ー ジメ ッ
子どもとともに学び・成長できる、

「長崎県」で叶えよう！


